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特にオンサイ トの相互作用が弱い引力あるいは反発力の場合､サイ ト間引力 とそれに




サイ ト間ペア リングを考慮 した G-L方程式を導出した結果､オンサイ トの電子対に比べ､
サイ ト間の電子対は内部構造の干渉の効果のためにその並んでいる方向にsingletでは動 き
にくく､tripletでは動 き易 くなり､それがHC2の異方性に影響を与える事がわかったO 更
にサイ ト間ペア リングでは､磁場の回転に伴ってペアの組み方が変わる事があり､その場
合HC2の角度依存性は有効質量近似式でfit出来ないものになる｡ 特にcubicな物質では S,
p,dのペアリングの対称性の違いがHC2の角度依存性にそれぞれ現われる事が期待できるo
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